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予算特別委員会記録（第２号） 

 

 

平成２４年１２月１９日 水曜日 午前１０時００分開議 

安  部     隆  委員長   我  妻     昇  副委員長 

 

出 席 委 員 （１５名） 

 

  １番  赤  間    広  委員    ２番  梅  津  善  之  委員 

  ３番  江  口  忠  博  委員    ４番  今  泉  春  江  委員 

  ５番  小  関  秀  一  委員    ６番  竹  田  博  一  委員 

  ７番  我  妻     昇  委員    ８番  大 道 寺     信  委員 

  ９番  町  田  義  昭  委員   １０番  佐 々 木  謙  二  委員 

 １１番  安  部     隆  委員   １２番  渋  谷  佐  輔  委員 

 １３番  髙  橋  孝  夫  委員   １４番  大  沼     久  委員 

 １５番  小  関  勝  助  委員 

 

欠 席 委 員 （０名） 

 

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

 内 谷 重 治  市 長       新 野   潔  副 市 長 

 飯 澤 常 雄  総 務 課 長       平   英 一  財 政 課 長 

 遠 藤 健 司  企 画 調 整 課 長       青 木 邦 彦  税 務 課 長 

 宇津木 正 紀  市 民 課 長       松 木 幸 嗣  健 康 課 長 

 小 泉 良 一  福祉生活あんしん課長       種 村 正 一  子 育 て 支 援 課 長 

 遠 藤 正 明  会計管理者兼会計課長       梅 津 和 士  市民相談センター所長 

 加 藤 芳 秀  教 育 長       那 須 宗 一  農 林 課 長 

 竹 田 利 弘  市街地活性化主幹       平   正 行  観 光 振 興 課 長 

 渡 部 政 明  建 設 課 長       浅 野 敏 明  まち・住まい整備課長 

 鈴 木 要一郎  上 下 水 道 課 長       鈴 木 一 則  管 理 課 長 

 齋 藤 理喜夫  文化生涯学習課長       佐 藤 孝 博  生涯スポーツ課長 

 齋 藤 環 樹  学校給食共同調理場長       髙 橋   徹  選挙管理委員会事務局長 

 児 玉 行 宏  監査委員事務局長       孫 田 邦 彦  農業委員会事務局長 

 鈴 木   智  消 防 主 幹 
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事 務 局 職 員 出 席 者 

 

 松 本   弘  議 会 事 務 局 長       寒河江 新 一  補 佐 

 鈴 木 和 夫  議 事 調 査 係 長       髙 橋 由 美  庶 務 係 長 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第８４号 平成２４年度長井市一般会計補正予算第４号 

議案第８５号 平成２４年度長井市介護保険特別会計補正予算第２号 

議案第８６号 平成２４年度長井市水道事業会計補正予算第２号 
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   開     議 

 

 

○安部 隆委員長 おはようございます。 

 これから予算特別委員会を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告委員はございません。 

 なお、14番、大沼 久委員からは、遅刻する

旨の申し出があります。 

 よって、ただいまの出席委員は定足数に達し

ております。 

 また、中井 晃商工振興課長が欠席のため、

竹田利弘市街地活性化主幹兼補佐が出席してお

りますので、ご報告いたします。 

 

 

 平成２４年度長井市各会計補正予算 

 案に関する総括質疑 

 

 

○安部 隆委員長 それでは、昨日に引き続き、

予算総括質疑を続行いたします。 

 順次ご指名いたします。 

 

 

 髙橋孝夫委員の総括質疑 

 

 

○安部 隆委員長 順位７番、議席番号13番、髙

橋孝夫委員。 

○１３番 髙橋孝夫委員 おはようございます。 

 私は、市民生活の向上を願いながら総括質疑

を行います。 

 通告をしております４点について質問申し上

げますので、明快な答弁をいただきますように

お願いをしておきたいと思います。 

 質問の第１点は、伊佐沢小学校の複式学級が

始まることへの対応策についてです。 

 伊佐沢小学校については、来年度、平成25年

度から複式学級が始まることはご案内のとおり

です。具体的には、平成25年度は２学年と３学

年で複式学級となり、平成26年度には３学年と

４学年で複式学級になります。平成27年度にな

りますと、２学年と３学年、そして４学年と５

学年の二つの複式学級ということになり、平成

28年度では３学年と４学年、そして５学年と６

学年が複式学級となり、平成29年度では２学年

と３学年、そして４学年と５学年が複式学級と

なるという予測となっています。いわば伊佐沢

小学校では平成25年度と26年度には一つの複式

学級、平成27年度以降は少なくても平成30年度

までは二つの複式学級が出るということになる

わけです。長井市では初めて複式学級での学校

経営を展開をするというふうになるわけです。 

 私は、この複式学級がマイナスのイメージだ

けで捉えるということはないし、むしろプラス

の側面も多く持ち合わせているということもあ

ると感じています。複式学級が出現することに

悲観をする必要もありませんが、かといって何

も問題がないというわけでもないわけです。こ

れまで経験したことがない学校経営ということ

になるわけで、そういった状況に臨む姿勢も明

確にしていかないといけないのではないかと感

じているところです。 

 そこで、以下、考え方についてお伺いをした

いと思います。 

 第１点は、この間の説明会などにおける地元

の意見、要望はについて、教育長にお伺いをい

たします。 

 教育委員会管理課からいただきました資料に

よりますと、11月７日に伊佐沢小学校複式学級

設置地域意見交換会が開催をされたということ

です。そこではどのような意見や要望が出され

たのか、あるいは不安などはなかったのか、特

徴的な点についてお聞かせをいただきたいと思




